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2016年 (平成28年 )1月 22日 (金曜日) 新潟・下越 12

日
本
の
伝
統
文
化
Ｐ
Ｒ

ド
新
潟
市
南
区
の
自
根
の
大
凧
が
、
イ
ン
ド
で

２
月
■
日
か
ら
１５
日
間
開
か
れ
る
手
工
芸
祭
り

「
ス
ト
ラ
ジ
ク
ン
ド
　
イ
ン
タ
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ク
ラ
フ
ツ
　
メ
ラ
」
で
紹
介
さ
れ
る
。
し
ろ
ね

大
凧
と
歴
史
の
館
の
元
職
員
遠
藤
裕
己
さ
ん

（Ｚ
）
ら
が
現
地
入
り
す
る
予
定
で
、
大
凧
の
魅

力
を
伝
え
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

手
工
芸
祭
り
が
行
わ
れ
る
ス

ー
ラ
ジ
ク
ン
ド
は
、
イ
ン
ド
の

首
都
デ
リ
ー
の
南
約
２０
計
の
ハ

リ
ヤ
ナ
州
の
都
市
。
毎
年
、
イ

ン
ド
各
地
の
手
工
芸
品
を
集
め

た
祭
り
が
開
か
れ
て
い
る
”
今

回
、
日
本
の
伝
統
工
芸
と
舞
踊

の
紹
介
を
企
画
し
て
い
る
と
い

，つ
。イ

ン
ド
の
民
俗
画
な
ど
を
展

示
す
る
ミ
テ

イ
ラ
ト
美
術
館

（十
日
町
市
）
′

の
長
谷
川
時
夫

館
長
が
、
イ
ン
ド
大
使
館
か
ら

日
本
の
参
加
者
を
募
る
よ
う
依

頼
を
受
け
、
知
人
の
新
潟
市
南

区
の
ギ
ャ
ラ
リ
ト
オ
ー
ナ
ー
安

達
京
子
さ
ん
（６６
）
に
自
根
の
大

凧
の
参
加
が
で
き
る
か
を
相
談

し
た
。
遠
藤
さ
ん
の
ほ
か
に
、

サ
ポ
ト
ト
役
と
し
て
遠
藤
さ
ん

の
妻
イ
ツ
子
さ
ん

（６９
）
と
安
達

さ
ん
が
現
地

へ
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。

ね

耐
脱

ポ

御

髪

に
登
場
す
る
鎌
倉
権
五
郎
景
政

を
描
い
た
六
畳
凧
を
約
■
週
間

か
け
て
制
作
。
現
地
で
は
、
六

角
凧
３
枚
と
と
も
に
展
示
す
る

両国旗と歌舞伎描く
制 作 した六 畳 凧 と遠 藤 裕 己 さ

ん (右 )と 妻 の イ ツ 子 さ ん
(左)、安 達 京 子 さん =20日 、

新 潟 市 南 区

ほ
か
、
六
角
凧
に
桃
太
郎
な
ど

の
絵
柄
を
描
く
。
自
根
大
凧
合

戦
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も
飾

り
、
凧
も
揚
げ
る
予
定
だ
。

遠
藤
さ
ん
は

「イ
ン
ド
も
凧

の
文
化
が
あ
る
国
な
の
で
日
本

の
伝
統
的
な
和
紙
、
竹
、
筆
で

作
る
凧
が
ど
う
評
価
さ
れ
る
の

か
楽
し
み
」
と
期
待
す
る
。
イ

ツ
子
さ
ん
と
安
達
さ
ん
も

「
不

安
も
大
き
い
が
、
少
し
で
も
自

根
の
凧
の
Ｐ
Ｒ
の
お
手
伝
い
が

で
き
た
ら
い
い
」
と
話
し
た
。

遠
藤
さ
ん
夫
妻
は
３０
日
、
安

達
さ
ん
は
２
月
１０
日
に
日
本
を

出
発
す
る
。


